
【Ⅰ．主な取り組み】

【Ⅱ．目標指標】
６年度

実績値 達成度 目標値   　　　 25　　     50　　　　75　 　 　100      125

ⅰ 11.1 101.4% 11.0

ⅱ 195 73.0% 268

【Ⅲ．指標による評価】

ⅰ

ⅱ

目標達成度（％）

施策評価調書（５年度実績）
施策コード Ⅲ－１－（７）

政策体系

　施策名　変化の激しい時代を生き抜く生涯を通じた学びの支援 所管部局名 教育庁 長期総合計画頁 135

　政策名　生涯にわたる力と意欲を高める「教育県大分」の創造 関係部局名 教育庁

取組№ ① ② ③

取組項目 多様な学習活動への支援 社会全体の「協育」力の向上

「協育」ネットワークの取り組みに参加する地域住民の
数(万人)

②③ H26 7.8 10.95

指　　　　標
関連する
取組№

基準値 ５年度

コミュニティの協働による
家庭教育支援の推進

平均評価

達成
　新型コロナウイルスの収束による活動の再開とともに、R5年度からの新規事業により、地域学校協働活動推進員の配置地域を拡充したことにより、各
地域の活動数、支援者数が大きく増加したことにより、目標を達成した。

概ね
達成

著しく
不十分

　利用制限やイベントの縮小がなくなり、新たな利用者獲得のための取組を実施した結果、前年度と比べて利用者数が増加したものの、コロナ禍前の水
準までは戻っておらず、目標値を達成できなかった。

評価 理　　　　由　　　　等

公立図書館の利用者数(万人) ① H26 229

年度 基準値 目標値

267



【Ⅳ．指標以外の観点からの評価】 【Ⅴ．施策を構成する主要事業】

②③

【Ⅵ．施策に対する意見・提言】

【Ⅶ．総合評価と今後の施策展開について】

①

・宇佐市、別府市、山国町の婦人会が主体となり、公民館をはじめとす
る社会教育施設を利用して環境改善に向けた学習会やイベントを開催
した。
・杵築市や豊後大野市での講演会開催、日田市や佐伯市での公民館
学習会や交流会開催、宇佐市や大分市での「やさしい日本語」の普及を
サポートする人材の育成や公民館モデルプログラムの実施等により、
県内へのさらなる普及と公民館での実施可能な事業の提示を行った。
・県立図書館で「けんとしょ電子書籍サービス体験講座」（5回）を実施
し、県立図書館の電子書籍サービス体験及び、使い方や手続きの仕方
について案内を実施した。（参加者　計60名）

・地域住民による放課後等の体験活動や学習支援の機会拡充などによ
り、参加者数が増加した。（R4年度:20,472人、R5年度:25,641人）
・大分市内4教室、大分市外3教室で、個々の希望や学力に応じたきめ
細かい指導を行い、高卒認定試験に学習支援利用者9名が合格した。
・社会教育、特別支援教育、障害福祉関係者の連携体制を構築し、障
がい者の生涯学習に関する情報専用サイトの運用や事例集の発行、社
会教育施設等での講座を実施した。（R5年度：27講座）
・森林環境学習指導者の養成と幼児及び児童生徒への学習機会の提
供を行い、幼児期から木や森の魅力を体感できる機会拡充を図ること
ができた。

②

取組
№

指標以外の観点からの評価
取組
№

事業名（５年度事業）
事務事業評価

 成果指標の達成率（％） 掲載頁

333

女性の地域活動実践力向上支援事業 100.0 332

ＤＸによる図書館サービス推進事業 170.9

学び直し支援体制整備事業

332

333

「やさしい日本語」活用促進事業 132.5 332①

②

143.3

生涯を通じた障がい者の学び支援事業

森林環境学習促進事業 102.9 334

学校との連携・協働による「地域協育力」向上事業 101.9 334

114.3 333

「森の子学校」体験活動推進事業 99.8

Ｂ

・他団体との活動の充実や、地域活動を行う女性リーダーが実践的に活躍できる場を創出し、地域活動の活性化を図る。
・おおいたデジタル資料室のコンテンツ及び、電子書籍の充実により、県立図書館の多様な利用を促進する。
・公民館等を活用した「やさしい日本語」の全県へのさらなる定着を図るとともに、観光や医療・福祉等多様な分野との協働を進める。
・地域学校協働活動推進員等の学校運営協議会への参画を促進し、学校と地域の連携・協働体制を構築することにより、地域学校協働活動の更なる充実を図る。
・高卒認定試験合格に向けて、チラシの配布、広報番組等による広報活動を充実させるとともに、大分市以外でのサテライト教室の実施の拡大、オンライン配信サービス等
を活用し学習相談・支援の利用者増を目指す。
・大規模校にも対応できる森林・林業教育のプログラムの開発・実施をおこない、プログラム実践校15校を目指す。
・新たな森林環境学習指導者の養成と資質向上を図るとともに、学校の教育課程に沿った教育実践につなげる。
・県内各地の家庭教育支援活動充実のため、家庭教育支援員の育成に向けた研修会及び地域でのモデル講座を実施する。

○社会教育委員会議　(R5.9）
・地域社会の持続性や継承が厳しい状況にあり、次世代のリーダーや担い手が育成されず、地域の
活力が失われつつあるという課題がある。まずは、安心して子育てができる環境や、地域全体で子
供たちを見守る社会づくりが必要であり、高齢者の方々や他団体との連携も重要である。

総合評価 施策展開の具体的内容

③
・家庭教育支援員による保護者対象の家庭教育学級や相談活動など、
県内の多くの地域で多様な家庭教育支援活動が実施され、2,064人の
地域住民が参加した。


